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研究成果の概要（和文）：レビー小体型認知症（DLB）では、物盗られ妄想、嫉妬妄想、誤認妄

想などの妄想が他の認知症よりも高率に認められた。DLB 患者の妄想の相互関係を検討したと

ころ、物盗られ妄想や嫉妬妄想が誤認妄想によって誘発されることが明らかになった。またア

ルツハイマー病において血管病変を伴う患者は、伴わない患者よりも有意に妄想を伴うことが

多いことから、血管病変が認知症の妄想のリスクとなる可能性が示された。 

 

研究成果の概要（英文）：In dementia with Lewy bodies (DLB) the prevalence of delusion was 

higher than that in any other dementia. The principal component analysis for all kinds 

of delusion in DLB revealed that misidentificational delusion and contents specific 

delusion such as delusional theft or delusional jealousy might related reciprocally. 

Furthermore, Alzheimer’s disease patients with subcortical ischemic vascular lesions 

were significantly more delusional than those without. This result suggests that 

subcortical ischemic vascular lesions may be considered as a risk factor for the 

development of delusions in degenerative dementia. 
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１．研究開始当初の背景 

高齢化社会の進展に伴い、認知症患者数も

急激に増加し、認知症は現代の大きな社会問

題となっている。認知症患者ではしばしば幻

覚 や 妄 想 な ど の 精 神 症 状 ・ 行 動 障 害

（Behavioral and Psychological Symptoms 

of dementia；BPSD）を伴い、この BPSD は本

人のみならず介護者にも多大な苦痛を与え

ることが知られている。レビー小体型認知症

（Dementia with Lewy bodies；DLB）は、ア
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ルツハイマー病（Alzheimer’s disease；AD）

に次いで多い変性性認知症性疾患である。

DLB では妄想の頻度が高く、構造化された妄

想は疾患に特徴的であるとされているが、妄

想の詳細や神経基盤については不明な点が

多い。 

 

２．研究の目的 

DLB 患者が呈する妄想（特に誤認妄想）の

種類、頻度ならびに神経基盤を明らかにする。

DLB の妄想の神経基盤が明らかにすることに

より、今後有効な治療や介護手法の開発に極

めて重要な資料となる。 

 

３．研究の方法 

(1) 妄想は認知症では幅広く出現すること

が知られているが、AD 以外の認知症疾患にお

いてはその出現頻度はよく知られていない。

各認知症疾患における妄想の出現頻度を知

ることは、治療・ケアに対して重要な情報を

提供する。 

2007年 4月から2009年 12月の間に熊本大

学医学部附属病院神経精神科認知症専門外

来を受診した認知症患者 335 例に対して

Neuropsychiatric Inventory (NPI)を実施し、

認知症疾患別（AD、DLB、血管性認知症

（vascular dementia；VaD）、前頭側頭葉変

性症（Frontotemporal lobar degeneration；

FTLD）、皮質基底核変性症、進行性核上性麻

痺（progressive supranuclear palsy；PSP）

の 6疾患）の妄想の有症率を検討した。 

 

(2) DLB 患者が呈する妄想の種類と頻度、な

らびにその神経基盤を調べるため、probable 

DLB 患者 59例を対象に NPI を用いて下記の 8

つの種類の妄想の出現頻度を調べた。さらに、

各妄想間の相互関係を主成分分析を用いて

検討した。 

妄想の種類：迫害妄想、物盗られ妄想、嫉妬

妄想、捨てられ妄想、替え玉妄想、幻の同居

人妄想、家でない妄想、テレビ妄想 

 

(3) 配偶者が不義を働いていると思い込む

嫉妬妄想は、患者本人のみならず介護者にも

多大な苦痛を与える妄想であり、薬物治療へ

の反応性が不良と言われている。本研究では

、配偶者のいる認知症患者319例に対して嫉

妬妄想の有無をNPIを用いて調べ、認知症疾

患別の嫉妬妄想の有症率を検討した。さらに

、嫉妬妄想のリスクとなる因子を同定するた

め、嫉妬妄想を呈する患者の既往症、合併症

、嫉妬妄想の経過、患者と配偶者の性機能の

状態などを診療録から後方視的に調べた。加

えてMRI、SPECT画像検査所見を検討した。 

 

(4) DLBではSPECTにおける後頭葉の血流低

下が特徴的な所見であり、ADとの鑑別に有用

とされている。幻視と後頭葉の血流低下との

関連についてはいくつかの研究があるが、誤

認妄想との関連についてはいまだ不明な点

が多い。そこでDLB患者の後頭葉血流低下と

誤認妄想との関連について検討した。

Probable DLB患者40例を、SPECT所見から後

頭葉血流低下群19例と非低下群21例の2群に

分類した。2群間で誤認妄想と錯視の有無、

ならびにMMSE得点（全般的知的機能）、WMS-R

数唱課題（注意機能）、語列挙課題（実行機

能）、Clock Drawing Test（CDT）（視空間認

知機能、実行機能）を比較した。 

 

 (5) 血管病変が嫉妬妄想のリスクである

ことが(3)の研究により示されたので、さら

に研究を進め、AD患者を対象として、皮質下

虚血性病変が患者の認知機能障害ならびに

BPSDに及ぼす影響について検討することに

した。方法は、150例のprobable AD患者をMRI 

T2強調画像, FLAIR画像用いて皮質下虚血性

病変あり群となし群の2群に分類し、2群間の

認知機能（MMSE、ADAS再生・再認スコア、数

唱、語列挙数）とBPSD（NPIの下位項目スコ

ア）を比較した。 

 

４．研究成果 

(1) 図１に結果を示す。DLB では 59%の患者

に妄想が認められ、全ての認知症の中で最も

妄想の有症率が高かった。VaD が 31%、AD が

23%の順に多かった。一方、FTLD、PSP では妄

想を認めなかった。疾患によって妄想の有症

率が異なる今回の結果は、認知症患者の妄想

の発現には環境要因だけではなく、何らかの

生物学的要因が関与していることが示され

た。さらに最も患者数が多い AD と、最も頻

度が高い DLB において妄想への介入が臨床現

場で重要となることが示唆された。 



 

 

 

図 1 各認知症疾患の妄想の有症率 

（AD；アルツハイマー病、DLB；レビー小体

型認知症、VaD；血管性認知症、FTLD；前頭

側頭葉変性症、CBD；皮質基底核変性症、PSP；

進行性核上性麻痺） 

 

(2) 図２に DLB 患者の各妄想の頻度を示す。

「家の中に見知らぬ人がいる」といった幻の

同居人妄想が最も頻度が高く 26%の患者にみ

られ、次いで物盗られ妄想が 21%に認められ

た。うつと関連が強いと考えられる捨てられ

妄想の頻度は 2%と低かった。 

主成分分析では妄想は 3つの成分に分類さ

れた。第一成分は、物盗られ妄想、替え玉妄

想、家でない妄想、テレビ妄想で構成され、

第二成分は、嫉妬妄想、迫害妄想、幻の同居

人妄想で構成された。第三成分には捨てられ

妄想のみが含まれた。第一成分において、物

盗られ妄想以外の 3つの妄想は誤認妄想に分

類される妄想であり、この結果は DLB の物盗

られ妄想は誤認妄想と関連が強いことが示

された。すなわち、AD では「あると思った場

所に物がないので盗られた」のような近時記

憶障害による置き忘れなどが物盗られ妄想

の誘因となることに対して、DLB では「タン

スの中に他人の服が入っており、自分の服が

ない。すり替えられたに違いない」のような

誤認妄想を背景に引き起こされると考えら

れた。 

一方嫉妬妄想については、幻の同居人妄想

との関連性が示されたことから、「見知らぬ

人が家の中にいる、夫と浮気をしているに違

いない」ような視覚異常体験に基づく誤認妄

想と関連し引き起こされる可能性が示唆さ

れた。DLB では誤認妄想が物盗られ妄想や嫉

妬妄想を誘発するという本知見は、DLB の妄

想の発現機序さらには治療薬を検討する上

で極めて重要な知見と考えられた。 

 
図２ DLB患者の各妄想の有症率 

 

(3) 嫉妬妄想を認める患者は12名で全認知

症患者の3.8%であった。その内の6名がDLB患

者で、DLB全体の14%を占めており、嫉妬妄想

は他の認知症と比較してDLBに有意に多いこ

とが示された。さらに、嫉妬妄想を呈する患

者12名のうち10名でMRI上血管性病変を合併

していた。今回の知見は、認知症患者におい

て嫉妬妄想の発現に、①DLBであること、②

血管病変を合併すること、がリスクとなるこ

とが示された。 

 

(4) 後頭葉血流低下群と非低下群間で誤認

妄想と錯視の頻度に有意差はなかった。一方、

認知機能については後頭葉血流低下群では

CDTの成績が有意に低く、後頭葉血流低下を

伴うDLBでは後頭葉の血流が保たれるDLBと

比べて視空間認知障害が強い可能性が示さ

れた。この結果から、DLBの誤認妄想は後頭

葉血流低下や視覚認知障害とは関連のない

独立した症候である可能性が示された。 

  

(5) 皮質下虚血性病変あり群となし群の間

で MMSE 得点に有意差はなく全般的知的機能

に差はなかった。さらに記憶を評価する ADAS

再生スコア、再認スコアのいずれも２群間で

有意差はなかった。数唱課題は、虚血性病変

なし群の方があり群よりも有意に成績が良

か っ た （ p=0.03 ）。 語 列 挙 課 題 は 動 物

（p=0.004）、語頭音（p=0.02）ともに虚血性

病変なし群の方が有意に良かった。NPI につ

いては、皮質下虚血性病変あり群で幻覚、妄
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想のスコアがなし群よりも有意に高く（幻覚

p=0.002、妄想 p=0.025）、その他の下位項目

においては 2群間で有意差はなかった（図３）。 

AD 患者の皮質下虚血性病変は全般的知的

機能、記憶機能には影響しない。しかし AD

に皮質下虚血性病変が合併することにより、

前頭葉-皮質下回路が障害され実行機能や注

意機能が悪化する可能性が示唆された。  

皮質下虚血性病変を有する患者の方がそ

うでない患者よりも有意に妄想、幻覚のスコ

アが高かったことから、AD 患者の皮質下虚血

性病変は幻覚や妄想のリスクとなると考え

られた。AD における妄想の発現機序として、

AD 患者に血管病変が合併することにより前

頭葉機能が低下し、その結果妄想が引き起こ

されやすくなったと考えられた。  

 

図３ AD 患者における皮質下虚血性病変の

有無と BPSD の重症度との関係 
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